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【写真①】今回は、酸素不足状態で燃やす「還元焼成」を行い、作品の多くは黒褐色に焼き上げられました。 
【写真②】復元古代窯への窯詰め。狭い窯の中で、作品を一つ一つ丁寧に積み上げる作業は長時間に及び
ました。なお、８月に実施した「焼き物づくり体験」では「鳩山町歴史・観光ボランティア」の皆さんにも
協力いただきました。 【写真③】あぶりも含め、約１週間かけて焼成を行いました。

【写真①】消防署・ＤＭＡＴ・航空隊による合同訓練　【写真②】「なでしこ体操」で救命の輪の重要性
を啓発する女性消防団（以上「消防フェア」より）　 【写真③】機械器具の点検を行う鳩山消防団　 【写真
④】献身的な活動により功労章を受ける鳩山消防団員（以上、「特別点検」より）

　消防団では、地域に根ざし
た消防活動を推進するため、
住民参加型の出初式を実施し
ます。ぜひご来場ください。
日時　１月８日（日）午前９時
～ 11 時
場所　町中央公民館西側駐車場（駐車場は、町中
央公民館駐車場をご利用ください）
内容　消防車搭乗体験、地震体験、手押しポンプ
体験、模擬店（豚汁、焼きそば、わたあめの無料配
布）など　※雨天時は、町中央公民館レクリエー
ションホールにおいて式典のみ実施。　※午前
9 時 30 分頃に埼玉県防災ヘリコプターが上空
広報で飛来します。
問合せ　西入間広域消防組合消防本部

警防課☎295－0154

平成 29年消防団出初式

　
試
行
錯
誤
を
重
ね
て
き
た
焼
成

実
験
も
今
年
で
５
回
目
。今
回
は
、

須
恵
器
の
再
現
を
テ
ー
マ
に
、酸
素

不
足
状
態
で
燃
や
す「
還
元
焼
成
」

に
挑
戦
し
ま
し
た
。時
間
を
か
け
て

須
恵
器
の「
再
現
」か
ら

新
た
な
ス
テ
ー
ジ
を
目
指
す

　
鳩
山
町
は
、奈
良
時
代
を
中
心

に
国
分
寺
瓦
や
須
恵
器
の
生
産
地

と
し
て
栄
え
、そ
の
名
残
で
あ
る

「
窖あ

な

窯が
ま

」が
町
内
に
多
数
現
存
し
て

い
ま
す
。現
在
、南
比
企
窯
跡
群
の

国
指
定
史
跡
化
に
向
け
、そ
れ
ら

を
保
存
・
活
用
す
る
こ
と
で
地
域

の
活
性
化
に
つ
な
げ
よ
う
と
考
え

て
い
ま
す
。

　
そ
の
一
環
で
、10
月
19
日
か
ら

29
日
の
期
間
、農
村
公
園
内
の
復

元
古
代
窯
で
焼
成
実
験（
町
教
育

委
員
会
主
催
）が
行
わ
れ
ま
し
た
。

最
終
日
と
な
る
10
月
29
日
に
は
、

作
品
の
窯
出
し
が
行
わ
れ
、焼
成

を
終
え
た
作
品
群
が
そ
の
姿
を
現

し
ま
し
た
。

徐
々
に
窯
の
中
の
温
度
を
上
げ
て

い
き
、約
１
１
０
０
度
ま
で
到
達
。

高
温
で
焼
か
れ
た
作
品
の
多
く
は
、

見
事
に
黒
褐
色
の
焼
き
上
が
り
と

な
り
、須
恵
器
を
焼
く
こ
と
に
概
ね

成
功
し
ま
し
た
。

　
今
回
は
、夏
休
み
期
間
の
８
月
に

一
般
の
方
を
対
象
に
行
わ
れ
た「
焼

き
物
づ
く
り
体
験
」で
作
ら
れ
た
須

恵
器
と
ミ
ニ
瓦
や
、今
年
度
か
ら
組

織
さ
れ
た「
鳩
山
町
復
元
古
代
窯
活

用
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
」の
皆
さ
ん
が
数

か
月
か
け
て
作
っ
て
き
た
須
恵
器

や
瓦
な
ど
の
作
品
群
を
焼
成
。ま

た
、以
前
に
焼
き
上
げ
た「
瓦が

と
う塔
」も

２
度
目
の
焼
成
を
行
い
ま
し
た
。

　
焼
成
実
験
に
講
師
と
し
て
参
加

し
た
、群
馬
県
前
橋
市
に
あ
る
一い

っ
し
ん心

窯が
ま

陶
芸
ク
ラ
ブ
主
宰
の
石
井
政
幸

先
生
は
、「
取
り
組
み
を
地
域
の
文

化
と
し
て
根
付
か
せ
る
た
め
に
は
、

例
え
ば
年
１
回
の
焼
成
だ
け
で
は

な
く
、多
く
の
人
が
気
軽
に
参
加
で

き
る
よ
う
な
仕
掛
け
も
必
要
」と
語

り
ま
す
。今
後
は
、よ
り
多
く
の
人

が「
焼
き
物
の
里
」を
感
じ
ら
れ
る

よ
う
な
機
会
を
さ
ら
に
作
っ
て
い

く
取
り
組
み
や
、そ
れ
を
担
う
人
づ

く
り
と
体
制
づ
く
り
が
求
め
ら
れ

て
い
ま
す
。

10
月
に
通
算
５
度
目
と
な
る
焼
成
実
験
を
実
施

復
元
古
代
窯
で
須
恵
器
の
焼
成
を
再
現

講
師
か
ら
焼
成
実
験
の
講
評
も
い
た
だ

き
ま
し
た
。

「
鳩
山
町
復
元
古
代
窯
活
用
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
」の
皆
さ
ん
。

「
消
防
フ
ェ
ア
」「
特
別
点
検
」に
見
る

災
害
に
備
え
る
消
防
団
・
消
防
署
の
力

　
消
防
署
や
消
防
団
で
は
、様
々
な

催
し
や
教
室
を
通
じ
て
、平
常
時

に
啓
発
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。10

月
16
日
に
は
、西
入
間
広
域
消
防
組

合
・
鳩
山
消
防
団
の
主
催
に
よ
り
、

町
中
央
公
民
館
で「
消
防
フ
ェ
ア
」

を
開
催
。バ
ケ
ツ
リ
レ
ー
や
応
急
手

当
体
験
、ロ
ー
プ
渡
り
体
験
、消
火

器
ゲ
ー
ム
な
ど
、参
加
者
が
防
災
へ

の
意
識
を
高
め
る
催
し
と
な
り
ま

し
た
。

　
啓
発
活
動
だ
け
で
な
く
、い
ざ
と

い
う
と
き
に
私
た
ち
の
生
命
や
財

産
を
守
っ
て
く
れ
る
消
防
関
係
者
。

消
防
フ
ェ
ア
で
は
、消
防
署
・
埼
玉

平
常
時
の
啓
発
活
動
と

非
常
時
の
対
応
へ
の
備
え

　
災
害
時
や
非
常
時
へ
の
備
え
に

は
、普
段
か
ら
防
災
意
識
を
高
め
て

お
く
こ
と
が
大
切
で
す
。そ
の
啓
発

や
備
え
を
行
っ
て
い
る
大
き
な
存
在

が
、消
防
署
員
や
救
急
隊
員
、そ
し
て

献
身
的
に
地
域
で
活
動
を
行
う
消
防

団
員
で
す
。

医
大（
Ｄ
Ｍ
Ａ
Ｔ
）・
航
空
隊
の
合

同
救
出
訓
練
な
ど
、プ
ロ
の
対
応
力

を
目
の
当
た
り
に
す
る
場
面
も
あ

り
ま
し
た
。

　
ま
た
、11
月
６
日
に
毛
呂
山
町
立

泉
野
小
学
校
校
庭
で
行
わ
れ
た「
平

成
28
年
度
埼
玉
県
消
防
協
会
西
入

間
支
部
・
消
防
署
連
合
特
別
点
検
」

で
も
、そ
の
対
応
力
を
見
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。管
内（
毛
呂
山
町
・

　
災
害
に
強
い
ま
ち
づ
く
り
に
は
、

地
域
に
詳
し
い
消
防
団
の
存
在
が
欠

か
せ
ま
せ
ん
が
、こ
こ
数
年
、消
防
団

へ
の
入
団
者
数
は
減
少
傾
向
で
す
。

消
防
活
動
に
携
わ
る
人
の
減
少
は
、

地
域
の
防
災
力
の
低
下
に
つ
な
が
り

ま
す
。消
防
団
へ
の
加
入
に
、皆
さ
ま

の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

減
少
す
る
消
防
団
員
数

鳩
山
町
・
越
生
町
）の
消
防
団
員
と

消
防
署
員
が
一
堂
に
介
し
、規
律
の

取
れ
た
迅
速
な
動
き
や
機
械
器
具

の
点
検
を
管
理
者
等
に
披
露
し
ま

し
た
。
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